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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　マルチキャスト通信における複数の宛先ノードへ向けてパケット転送を行うために、第

１のノードからパケットを受信する第１の仮想コネクションから受信したパケットを、前

記第１のノードとは異なる論理ネットワークに属する複数の第２のノードへパケットを転

送する、前記第２のノードのうちの少なくとも特定のノードへパケットを送信可能な第２

の仮想コネクションを用いて転送するパケット転送方法において、

　前記第１の仮想コネクションと、前記第２の仮想コネクションとの対応関係を記憶し、

　前記第１の仮想コネクションにて受信されたパケットを記憶された前記対応関係に従っ

てネットワークレイヤレベルの転送処理の一部又は全部を行わずに前記第２の仮想コネク

ションにて転送するとともに、このネットワークレイヤレベルの転送処理の一部又は全部

を行わない転送に起因して前記複数の第２のノードのうち前記特定のノード以外のノード

へ、前記宛先ノードへ向かうパケットのうち少なくとも一部が転送されなくなると判断さ

れる場合には、前記第１の仮想コネクションにて受信されたパケットを複製してネットワ

ークレイヤレベルの転送処理を施し、この処理の施されたパケットを前記特定のノード以

外のノードへ送信することを特徴とするパケット転送方法。

【請求項２】

　前記第１の仮想コネクションにて受信すべきパケットの属するフローに対応して、前記

第１の仮想コネクションとの対応関係が記憶されている前記第２の仮想コネクションの他

に、前記第１の仮想コネクションとの対応関係が記憶されていない第３の仮想コネクショ
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